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林
田　

久

山
本　

政
人

浜
崎　

一
芳

滝
川　

栄

大
西　

康
男

下
田　

利
男

松
本　

昭
光

水
野　

一
二
三

野
島　

啓
子

砂
田　

實

原
田　

次
郎

脇
島　

義
純

（（（（（（（（（（（（
苓
北
地
区

〃

天
草
町
地
区

〃

河
浦
地
区

〃

大
矢
野
地
区

〃

有
明
地
区

倉
岳
地
区

栖
本
地
区

御
所
浦
地
区

））））））））））））

優
秀
賞　

八
代
支
所

◆
共
済
事
業
総
合
の
部

優
秀
賞　

上
益
城
支
所

◆
任
意
共
済
事
業
の
部

優
秀
賞　

天
草
支
所

◆
必
須
共
済
事
業
の
部

　
　
　
　

芦
北
支
所

◉
全
国
農
業
共
済
協
会
表
彰

全
国
農
業
共
済
協
会
表
彰

玉
名
市
の
区
域（
旧
横
島
町
の
区
域
）、宇
城

市
の
区
域（
旧
小
川
町
大
字
不
知
火
の
区

域
）、八
代
郡
の
内
氷
川
町
の
区
域（
旧
竜
北

町
の
区
域
）

（
平
成
28
年
産
水
稲
か
ら
適
用
）

第
８
号
議
案

損
金
計
上
に
つ
い
て

水
稲
未
収
共
済
掛
金
等
４
７
７
、０
８
１
円
、

家
畜
共
済
金
１
０
、８
４
８
、０
５
０
円
、

果
樹
共
済
金
７
、４
７
７
、７
１
７
円

第
９
号
議
案

平
成
27
年
度
借
入
金
の
限
度
に
つ
い
て

70
億
円

第
10
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

出
張
所
の
名
称
変
更

第
11
号
議
案

共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

家
畜
共
済
の
通
知
義
務
の
変
更
、事
務
委
託

先
の
変
更
、家
畜
共
済
金
の
支
払
の
免
責
の

変
更
、畑
作
物
共
済
の
共
済
掛
金
の
払
込
期

限
の
変
更
、共
済
部
長
の
業
務
内
容
の
変
更

第
12
号
議
案

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

職
員
給
与
規
則
の
改
正
、職
員
退
職
給
与
規

則
の
改
正

（
平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
）

第
13
号
議
案

役
員
選
任
に
つ
い
て

第
14
号
議
案

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

第
15
号
議
案

損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
16
号
議
案

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

附
帯
決
議

代表：山本憲夫氏（上益城支所管内）

　

総
代
・
理
事
・
事
業
推

進
委
員
・
共
済
部
長
・
損

害
評
価
会
小
部
会
委
員
・

損
害
評
価
員
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
74
名
の
方
々

を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

菅　
　

信
幸

立
石　

亀
八

江
藤　

清
治

阿
蘇
支
所
管
内

藤
江　

秀
郷

川
上　

正
治

守
川　

英
子

右
田　

啓
治

原
野　

誠
司

藤
森　

稔

上
原　

厚

菊
池
支
所
管
内

坂
本　

慶
久

星
子　

晴
久

瀬
口　

智
治

阿
蘇
品　

泰
隆

津
留　

浩
徳

鹿
本
支
所
管
内

西
村　

豊
行

橘　
　

哲
夫

藤
本　

守

浜
村　

政
秀

松
岡　

正
直

瀬
口　

一
也

原
田　

弘
雄

前
田　

一
昭

船
津　

恵
志

玉
名
支
所
管
内

齊
藤　

正
幸

仲
嶋　

敬
申

（（（ （（（（（（（ （（（（（ （（（（（（（（（ （（
一
の
宮
地
区

黒
川
地
区

内
牧
地
区

菊
池
市
地
区

〃

泗
水
地
区

合
志
地
区

大
津
地
区

〃

菊
陽
地
区

山
鹿
地
区

〃〃〃

鹿
本
地
区

荒
尾
地
区

玉
名
市
地
区

〃

岱
明
地
区

〃

横
島
地
区

玉
東
地
区

和
水
地
区

南
関
地
区

松
橋
地
区

美
里
地
区

））） ））））））） ））））） ））））））））） ））

渡
邉　

誠

山
内　

良
市

山
下　

尚
隆

宇
城
支
所
管
内

寺
本　

寿
正

出
田　

明
人

松
本　

豪

田
上　

雄
司

福
田　

洋
一

園
田　

健
一

中
山　

毅

熊
本
市
支
所
管
内

（（（ （（（（（（（
宇
土
地
区

三
角
地
区

不
知
火
地
区

東
部
地
区

南
東
部
地
区

北
部
地
区

飽
田
地
区

天
明
地
区

富
合
地
区

植
木
地
区

））） ）））））））

山
川　

雅
也

山
中　

隆
幸

天
草
支
所
管
内

木
村　

正
志

尾
方　

直
俊

松
下　

久

西
野　

啓
介

農
望
田　

豊

岩
崎　

盛
光

東　
　

道
敏

球
磨
支
所
管
内

沖
田　

末
吉

笹
原　

一
好

森
口　

将
勝

福
沢　

康
雄

八
代
・
芦
北
支
所
管
内

増
岡　

幸
雄

奥
村　

雄
一

野
口　

定

北
畑　

冨
士
男

山
本　

憲
夫

有
働　

哲
文

上
益
城
支
所
管
内

志
賀　

光
信

高
村　

初
男

松
本　

昭

光
木　

邦
久

渡
辺　

正
成

坂
井　

義
幸

井
上　

誠
広

（（ （（（（（（（ （（（（ （（（（（（ （（（（（（（
新
和
地
区

五
和
地
区

人
吉
市
地
区

錦

地

区

あ
さ
ぎ
り
地
区

〃

湯
前
地
区

相
良
地
区

山
江
地
区

八
代
市
地
区

鏡

地

区

水
俣
地
区

芦
北
地
区

御
船
地
区

嘉
島
地
区

益
城
地
区

甲
佐
地
区

山
都
地
区

〃

産
山
地
区

小
国
地
区

西
原
地
区

白
水
地
区

久
木
野
地
区

長
陽
地
区

高
森
地
区

）） ））））））） ）））） ）））））） ）））））））

熊
本
県
表
彰

「
信
頼
の
き
ず
な
」

未
来
を
拓
く
運
動

任
意
共
済
事
業

優
秀
組
合
等
表
彰

優
秀
組
合
等
表
彰

農
業
共
済  

特
別
功
労
者
表
彰
名
簿

（
敬
称
略
）
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全16議案可決承認

通
常
総
代
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案

平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
、財
産
目
録
、貸
借
対

照
表
、損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
並
び
に

不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

総
共
済
金
額
８
、１
２
９
億
円

総
支
払
共
済
金
24
・
５
億
円

業
務
経
費
総
額
25
・
７
億
円

第
２
号
議
案

平
成
27
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務
収
支
予
算

の
設
定
に
つ
い
て

目
標
総
共
済
金
額
８
、２
７
８
億
円

業
務
経
費
予
算
額
29
・
9
億
円

第
３
号
議
案

事
務
費
賦
課
金
の
徴
収
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

水
稲
10
㌃
当
り
２
０
０
円
、麦
10
㌃
当
り

１
５
０
円
、家
畜（
牛
・
馬
）１
万
円
当
り
１
０
０

円
、果
樹
１
万
円
当
り
60
円
、大
豆
10
㌃
当
り

１
１
０
円
、園
芸
施
設
１
万
円
当
り
30
円

（
前
年
度
同
額
）

第
４
号
議
案

役
員
、支
所
事
業
推
進
委
員
会
委
員
、損
害
評

価
会
委
員
、損
害
評
価
会
小
部
会
委
員
及
び
共

済
部
長
等
の
報
酬
に
つ
い
て

役
員
２
、０
４
０
万
円
、支
所
事
業
推
進

委
員
会
委
員
１
８
２
万
円
、損
害
評
価
会

委
員
14
万
円
、損
害
評
価
会
小
部
会
委
員

７
８
０
万
円
、共
済
部
長
４
、８
０
７
万
円

第
５
号
議
案

平
成
27
年
度
農
作
物
、畑
作
物
、園
芸
施
設
共

済
無
事
戻
し
金
及
び
奨
励
金
支
払
に
つ
い
て

水
稲
４
、８
６
３
万
円
、麦
３
、７
８
５
万
円
、大

豆
６
８
７
万
円
、園
芸
施
設
１
９
、０
４
７
万
円

※
園
芸
施
設
は
、無
事
戻
し
金
の
み

第
６
号
議
案

家
畜
及
び
果
樹
共
済
危
険
段
階
基
準
共
済
掛

金
率
等
の
設
定
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

水
稲
病
虫
害
の
共
済
事
故
除
外
の
地
域
指
定

取
消
し
に
つ
い
て

第第
1616
回
通
常
総
代
会
開
催

回
通
常
総
代
会
開
催

　

平
成
27
年
６
月
20
日（
土
）午
前
10
時
よ
り
熊
本
市
南
区
城
南
町「
火
の
君
文
化
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、

第
16
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
、熊
本
県
知
事
、熊
本
県
議
会
議
長
、全
国
農
業
共
済
協
会
会
長
を
迎
え
、総
代
２
８
４
名

（
書
面
議
決
１
１
７
名
を
含
む
）の
出
席
で
、提
出
さ
れ
た
16
議
案
は
、全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
に
先
立
ち
、特
別
功
労

者
表
彰
で
は
、山
都
町
の
山
本
憲
夫

氏
が
代
表
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
組
合
長
は「
26
年
度
の

事
業
引
受
は
、総
共
済
金
額
で
８
、

１
２
９
億
円
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。被
害
に
つ
い
て
は
、水
稲
で
ウ
ン

カ
等
の
病
虫
害
が
県
内
全
域
に
発

生
。常
緑
果
樹
で
は
日
ヤ
ケ
果
等
、

大
豆
で
は
食
害
や
獣
害
が
み
ら
れ
、

全
体
と
し
て
は
、台
風
等
の
大
き

な
被
害
も
な
く
平
年
の
被
害
の
年

と
な
り
ま
し
た
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は

迅
速・適
正
な
損
害
評
価
に
努
め
、

共
済
金
の
早
期
支
払
い
を
通
し
て

農
家
経
営
の
安
定
に
努
め
た
と
こ

ろ
で
す
。組
合
で
は
、本
年
４
月
よ

り
本
所・10
支
所
体
制
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。今
後
も
、組
織
体
制
を

見
直
し
、庭
先
活
動・事
業
推
進
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。昨

年
の
建
物
共
済
の
引
受
け
で
は
、加

入
資
格
適
正
化
に
よ
り
、加
入
資

格
審
査
を
徹
底
し
適
正
な
事
業
運

営
実
施
に
向
け
改
善
・
努
力
し
た

と
こ
ろ
で
す
。さ
て
、農
業
を
取
巻

く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
国
は
、農
業
経
営

全
体
の
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る

新
た
な
保
険
制
度『
収
入
保
険
制

度
』の
法
制
化
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。こ
の
変
革
期
に
お
い

て
、農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
し
、地
域
農
業
の
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
使

命
と
考
え
て
い
ま
す
。本
年
度
も

国
の「
災
害
対
策
の
柱
」と
し
て
、

農
家
経
営
の
安
定
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
職
員
の
意
識
改
革
、資
質

向
上
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、芦
北
町
の
鳥
居
憲
太

郎
総
代
を
議
長
に
選
任
し
、平
成

26
年
度
決
算
報
告
を
は
じ
め
提
出

さ
れ
た
16
議
案
全
て
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、更
な
る
農
家
満
足
度

ア
ッ
プ
の
た
め
、承
認
い
た
だ
い
た
計

画
に
基
づ
き
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

事
業
推
進
活
動
に
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

議長の
鳥居憲太郎総代(芦北町)

あいさつする
佐々木博幸組合長
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一般職員採用試験を実施します

１　証明書種類と発行手数料一覧
種　類 手数料 種　類 手数料

共済金支払証明書 200円 細目書写し 10・30円

共済加入証明書 200円 加入申込書写し 10・30円

被害証明書 200円 徴収元帳写し 10・30円

共済掛金証明書 200円 加入証券の再発行 200円

共済掛金等所得控除証明書 200円 その他 10・30・200円

※手数料は、証明書1通・写し1枚の金額です。
※写し（コピー）の場合、白黒10円、カラー30円となります。

２　申請方法
⑴ ＮＯＳＡＩ熊本本所及び各支所・出張所に
申請をしてください。

⑵ 申請の際は申請者確認のため、①運転
免許証②各種保険証③パスポートなど
本人確認ができるものが必要です。

⑶ 代理人の方が申請する場合は、委任状
が必要になります。

　詳しくは、本所及び各支所・出張所にお問
い合わせください。

　ＮＯＳＡＩでは、各種証明書を発行しています。証明書の種類と発行手数料は、次のとおりです。

証明書種類と発行手数料のお知らせ

　平成28年度採用の一般職員を募集します。募集内容や採用試験日程などについては、次のとおりです。
1 職種、採用予定人数
　熊本県農業共済組合本所及び支所（県下一円）に勤
務し、農業保険事業（引受・損害評価取りまとめ事務、現
地調査など）に従事します。
　採用予定人数は10名です。
2 受験資格
　昭和63年4月2日から平成8年4月1日までに生まれ、高等
学校以上の学歴を有している方で、高等学校を卒業後
1年以上経過している方が受験できます。ただし、次のい
ずれかに該当する方は受験できません。
・日本国籍を有しない者
・成年被後見人または被保佐人（民法改正の経過措置
として準禁治産者を含む）
・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまた
はその執行を受けることがなくなるまでの者
・会社、官公庁などで懲戒免職の処分を受け、当該処分
の日から2年を経過しない者
・日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破
壊することを主張する政党その他の団体を結成し、ま
たはこれに加入した者
3 試験の日程等
⑴ 一次試験
・試 験 日 平成27年9月17日（木） 9時30分着席
・試験会場 くまもと県民交流館「パレア」 10階
 パレアホール
 熊本市中央区手取本町８－９
・試験の内容 教養試験（国語、数学、常識）　適性検査
⑵ 二次試験
・試 験 日 平成27年10月14日（水）
・試験会場 熊本県農業共済組合　会議室
・試験の内容 面接　作文
4 受験手続等
⑴ 申込先
　熊本県農業共済組合　本所総務部総務課

　〒861-4214 熊本県熊本市南区城南町舞原451番地6
　TEL ０９６４－２５－３２００　FAX ０９６４－２５－３２３２
⑵ 申込方法
・職員採用試験申込書（必要事項を記入の上、所定の
箇所に52円切手と写真を貼ってください）を上記の申
込先に郵送または持参してください。なお、この申込書
は、熊本県農業共済組合本所、各支所及び出張所に
常備しています。
・郵送での職員採用試験申込書の請求はできません。
・申込書を郵送する場合は、必ず特定記録郵便で送付
ください。この郵便によらない方法で郵送した場合の事
故の責任は一切負いません。
・封筒の裏には住所、氏名を必ず記入してください。
⑶ 受付期間
　平成27年7月2日（木）から平成27年8月12日（水）まで。
・郵送　平成27年8月12日（水）までの消印があるものが

有効です。
・持参　受付時間は、午前8時30分より午後5時15分ま

でです。ただし、土曜日、日曜日及び祝日は受付
できません。

5 待遇等
①給与
　ア 高卒  142,512円　　イ 短大卒  155,248円　
　ウ 大卒  174,705円
　※この額は新規学卒業の平成27年4月の支給額です。

学歴や他企業等の勤務歴がある場合は、経験年数に
応じて一定の基準により加算される場合があります。

②諸手当等
　通勤手当、住居手当、扶養手当及び期末手当等
　（当組合規則による）
③保険
　社会保険（健康、厚生年金）、労働保険（労災、雇用）
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　7月1日、総代会で承認された
新役員（任期：平成27年7月1日
～平成30年6月30日）による理
事会、監事会を開催しました。
菊池支所選出の佐々木博幸

理事が組合長に、熊本市支所
の福田誠也監事が代表監事
にそれぞれ選出されました。新
役員25人（理事21人・監事4人）
をご紹介します。

組
合
の
動
き

組
合
長
理
事

佐
々
木 

博
幸
（
菊
池
支
所
）

代
表
監
事

福
田 

誠
也
（
熊
本
市
支
所
）

理
事

守
田 

憲
史
（
宇
城
支
所
）

理
事

池
田 

弘
美
（
宇
城
支
所
）

理
事

後
藤 
和
則
（
熊
本
市
支
所
）

理
事

上
田 

守
王
（
熊
本
市
支
所
）

監
事

栗
原 

康
敏
（
菊
池
支
所
）

理
事

福
島 

洋
四
郎
（
鹿
本
支
所
）

理
事

杉
本 

康
親
（
鹿
本
支
所
）

理
事

井
上 
繁
孝
（
玉
名
支
所
）

理
事

田
尻 

隆
広
（
玉
名
支
所
）

監
事

本
郷 
博
行
（
上
益
城
支
所
）

理
事

平
野 

慶
治
（
上
益
城
支
所
）

理
事

中
川 

利
美
（
阿
蘇
支
所
）

副
組
合
長
理
事

古
庄 

正
治
（
阿
蘇
支
所
）

理
事

上
野 

英
二
（
菊
池
支
所
）

監
事

松
本 

一
義
（
八
代
・
芦
北
支
所
）

理
事

寺
本 

修
一
（
八
代
・
芦
北
支
所
）

理
事

有
田 

行
則
（
八
代
・
芦
北
支
所
）

理
事

増
田  

勲
（
八
代
・
芦
北
支
所
）

理
事

西
山 

隆
文
（
上
益
城
支
所
）

理
事

蓮
池 

肇
一
（
天
草
支
所
）

副
組
合
長
理
事

池
田 

裕
之
（
天
草
支
所
）

理
事

栁
詰 

数
安
（
球
磨
支
所
）

理
事

松
下 

眞
一
郎
（
球
磨
支
所
）
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野
生
動
物
が
人
里
に
侵
入

す
る
最
大
の
理
由
は
、よ
い
餌

が
あ
る
こ
と
を
学
習
す
る
か

ら
で
す
。人
里
に
や
っ
て
く
る

最
大
の
理
由
で
す
。こ
の
問
題

を
解
決
す
る
に
は
、野
生
動

物
に
餌
が
あ
る
こ
と
を
学
習

さ
せ
な
い
こ
と
、人
里
の
餌
が

こ
の
上
な
く
お
い
し
い
と
い
う

こ
と
を
教
え
な
い
こ
と
、人
里

に
は
季
節
に
関
係
な
く
、１
年

間
お
い
し
い
餌
が
豊
富
に
あ
る

こ
と
を
教
え
な
い
こ
と
で
す
。

　

田
畑
周
辺
に
植
え
た
ク
リ
、

柿
、ビ
ワ
な
ど
、昔
は
樹
高
も

低
く
、簡
単
に
収
穫
で
き
た
の

で
家
族
や
近
所
で
消
費
し
ま

し
た
。現
在
は
樹
高
が
高
く

な
り
、収
穫
も
面
倒
、全
て
収

穫
し
て
も
余
る
の
で
、放
任
で

す
。結
局
、野
生
動
物
に
餌
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
周
辺
に
は
竹
林
が

存
在
し
ま
す
。竹
林
は
野
生

動
物
に
と
っ
て
冬
場
の
シ
ェ
ル

タ
ー
の
役
目
や
、餌
の
少
な
い

時
期
の
供
給
源
に
も
な
り
ま

す
。竹
林
で
は
イ
ノ
シ
シ
、シ

カ
、サ
ル
、タ
ヌ
キ
、ア
ナ
グ
マ
、

テ
ン
、ウ
サ
ギ
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
動
物
が
生
活
し
て
い
ま

す
。荒
れ
た
竹
林
は
見
通
し

が
悪
く
、野
生
動
物
に
と
っ
て

最
適
な
隠
れ
家
で
す
。た
と

え
人
が
入
っ
て
も
足
元
が
不

安
定
で
機
敏
に
動
く
こ
と
が

で
き
ず
、野
生
動
物
は
簡
単

に
人
を
回
避
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。耕
作
放
棄
地
も
同

様
で
す
。

　

収
穫
残
は
、人
に
と
っ
て
は

ご
み
同
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、野
生
動
物
に
と
っ
て
は
泥

や
虫
が
付
い
て
い
よ
う
が
最
高

の
ご
ち
そ
う
で
す
。

　

稲
刈
り
後
の
ひ
こ
ば
え
も
、

野
生
動
物
に
と
っ
て
は
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
の
貴
重
な
餌

と
な
り
、さ
ら
に
は
農
地
を
学

習
さ
せ
る
機
会
に
も
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
で
き
る
限
り
除

去
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。収
穫
し
な
い
放
任
果
樹

は
伐
採
す
る
。取
り
き
れ
な
い

ほ
ど
実
が
な
る
樹き

は
剪せ

ん

定て
い

し
、

低
樹
高
化
し
て
脚
立
な
し
で

す
べ
て
収
穫
す
る
、野
生
動
物

が
利
用
で
き
な
い
よ
う
に
、竹

林
や
放
棄
地
を
間
伐
、草
刈

り
す
る
、収
穫
後
の
田
起
こ
し

を
行
う
な
ど
、野
生
動
物
を

近
づ
け
な
い
環
境
づ
く
り
が

大
切
で
す
。

（
江
口
祐
輔
＝
農
研
機
構・近

畿
中
国
四
国
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
上
席
研
究
員
）

　

組
合
で
は
、農
業
共
済
新

聞
を
無
料
で
２
カ
月
間
購
読

で
き
る「
お
試
し
購
読
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

お
試
し
購
読
に
申
し
込
ま

れ
た
方
に
は「
も
っ
と
お
い
し

く
干
し
野
菜
」の
冊
子
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

お
試
し
購
読
を
ご
希
望
の

方
は
、各
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

獣
害
対
策 

〜
農
地
内
外
の
環
境
管
理
〜

　

農
業
共
済
新
聞
で
は
、農

政
、営
農
技
術
や
資
材
活

用
、暮
ら
し
、農
産
物
流
通
な

ど
、農
家
の
み
な
さ
ん
の
営

農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、６
月
１
週
号
掲

載
の
「
お
母
さ
ん
の
農
業
教

室
」
よ
り
、獣
害
対
策
の
記

事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
月
４
回
発
行

・
く
ま
も
と
版
第
２
・
４
週
号

・
年
間
購
読
料
４
，６
８
０
円

新
聞
内
で
連
載
中
の
干
し
野
菜
を

ま
と
め
た
冊
子
で
す
。つ
き
じ
常
陸

屋
・
干
し
野
菜
研
究
室
長 

廣
田
有

希
さ
ん
が
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲
農
地
周
辺
の
放
任
果
樹
は
野
生
動
物
を

引
き
寄
せ
る

人
里
に
餌
は
な
い
と
学
ば
せ
る

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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「信頼のきずな」未来につなげる運動 スタート！

若手農業者・後継者等研修会を実施します！

　近年、過去に経験のない規模の自然災害が頻発し、ＮＯＳＡＩ制度の役割がますます
重要になってきています。私たちＮＯＳＡＩ職員は、これまでのフィールド活動をさらに
強化し、農家の皆様とＮＯＳＡＩの「信頼のきずな」を未来につなげることを目指し、運動
をスタートしました。

　ＮＯＳＡＩでは、「信頼のきずな」未来につなげる運動の取り
組みのひとつとして、若手農業者・後継者等を対象とした研修
会の申し込みを募集します。募集要領については、次のとおり
です。「テーマ一覧(2-1～2-5)」から関心のあるテーマを1つ
選んでお申込みください。１は必須となりますので、研修会は
選んでいただいたテーマと１の２本立ての内容になります。

運 動 の 目 標

運 動 期 間

取り組み内容

安心ネットを広げ　つなげよう農家・地域の未来

平成２７年４月～平成３０年３月
①多様な経営体のニーズに即した提案型の推進を行います。
②生産と経営を支援するリスクマネジメント活動の充実・強化に努めます。
③事業運営基盤の強化を図ります。
④広報・広聴活動の充実・強化に努めます。

テーマ一覧
ＮＯ テーマ 内　容 講　師
１
(必須) ＮＯＳＡＩの紹介 ＮＯＳＡＩ・共済制度の概要等 組合職員

２－１ ６次産業の推進 農産加工の推進、取組み例等

講師については、関係団体・機関から
の派遣になります。

２－２ 土地活用 耕作放棄地の活用例等

２－３ 農林水産業への金融支援 種々の金融支援等

２－４ 家畜の飼養管理 繁殖障害・疾病対策等

２－５ 農業機械の操作・安全対策 最新の農業機械の操作等

１  対 象 者 等

２  募 集 期 間

３  開 催 時 期

４  申 込 方 法

５  助　成　金

若手農業者・後継者等で５名以上のグループを対象に、研修と意見交換を含め
120分程度。（本年度募集定員40名）

平成27年8月1日～12月25日
（開催希望日の約2カ月前までにお申込みください）

平成27年10月1日～平成28年2月26日
(開催場所は、本所または支所を予定しています)
「若手農業者・後継者等研修会受講申込書」にご記入のうえ、各支所・出張所へ
お申込みください。※申込書は各支所・出張所に準備しています。
若手農業者・後継者等育成支援奨励措置交付基準に基づき、研修会に参加された
方に、一人あたり3,000円を助成します。

申し込みを
お待ちして
おります！！
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1  微生物の数を減らすには？
　搾乳で乳頭口付近を清潔に保ち細菌がいない環境
を作るため、必ず搾乳手袋をはめます。手袋をはめるこ
とで手表面の細菌が乳頭につかなくなります。また、こま
めに手袋を洗うことも重要です。
　前搾りの後に乳頭表面に付着した大腸菌等の環境
性細菌を殺菌するために、消毒液に浸した一頭一布の
タオルを使い乳頭のみをきれいに清拭します。

　最近は前搾りの後にプレ
ディッピング（写真１）を実施して
いる農家も増え現在ではこちら
のほうが推奨されています。
　ここまでの搾乳前の作業をき
ちんと行いミルカー装着前の乳
頭周囲の細菌数をいかに減ら
すかがとても重要となります。

2  微生物が乳房内に侵入？
　乳房炎原因微生物が侵入する主な原因としてライ
ナースリップがあります。
　ライナースリップ、ユニット落下、エアー漏れなどで流入
した空気がミルククロー内に当たり、その際発生したエア
ゾール状の小滴（ドロップレッツ）が他の乳頭口を直撃し
傷つけ、乳頭口内に侵入します。この小滴の中に微生物
が混入していれば乳房炎の原因となります（図１参照）。
　ユニットを持ち運ぶ際は、クローを下向きにすると生乳
が漏れてライナーゴムが汚
染され、ライナースリップの
原因にもなりますので注意
しましょう。乳頭清拭では
除ききれなかった菌や空気
中の落下細菌を吸い込ん
でミルククロー内は搾乳とと
もに細菌が増えていきます
（写真2）。

3  乳頭の保護
　搾乳終了時にノンリターンディッパーを使ってディッピン
グ剤をつけましょう。
　ディップ剤は乳頭の３分の２以上たっぷりとつけて乳
頭を保護してください。搾乳終了後乳頭口が閉まるまで
には時間がかかります。30分は牛を立たせておくようにし
ましょう。このポストディッピングで伝染性細菌の予防効
果があります。

　今年度新たに２人の獣医師が仲間入りしましたので、
ご紹介します。

　乳房炎というと乳房が赤く腫れて熱をおびたり痛
がったりする臨床型を思いつきますが、臨床症状を示
す乳房炎はごく一部です。多くは、体細胞数が高く特殊
な検査で微生物が検出される「潜在性乳房炎」です。
　この潜在性乳房炎を減らすことが臨床型を減らす
ことはもちろん、治療費の減少、廃棄乳の減少、ペナル
ティの損失の減少につながり生産性を高めることにな

ります。
　乳房炎にならないように搾乳するには①原因である
微生物の数自体を減らし、②微生物が乳頭口から乳房
内に入る機会を減らす、そして③乳頭口を保護するこ
とです。
　そこで今回、この潜在性乳房炎を減らすための乳頭
に対する衛生対策について説明します。

診療所だより 家畜診療所菊池支所

副所長永津 隆一

いよいよ夏本番となってきました。
夏は、微生物が増えやすい季節です。
微生物が増えると乳房炎になる可能
性も高くなります。そこで今回は、

について考えていきましょう。

「潜在性乳房炎の予防」

（写真１）プレディッピング

（図１）

（写真2）ともにライナーからの逆流乳を培養したもの

　ご質問がある場合は、NOSAI家畜診療所にご相談
ください。

Ａ農場 Ｂ農場

New Face紹介

氏名：松
まつ

浦
うら

 道
みち

夫
お

所属：家畜診療所本所
抱負：獣医師として日々研さんし、農家

の皆様から信頼されるよう頑張っ
てまいります。どうぞよろしくお願
いいたします。

氏名：西
にし

村
むら

　陸
りく

所属：家畜診療所菊池支所
抱負：診療も共済制度もまだまだ分か

らない事ばかりですが、はやく一
人前になれるよう頑張ります。

空
気
の
流
入

クロー内の
生乳を
巻き上げる

ドロップ
レッツ
現象

（図1）
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⑴
接
近
時
の
事
前
対
策

　

施
設
野
菜
に
つ
い
て
は
、ハ
ウ
ス

バ
ン
ド・パ
イ
プ・
杭
・
針
金
等
の
点

検・整
備
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て

交
換
、補
強
、締
め
直
し
を
行
い
ま

す
。ま
た
、防
風
ネ
ッ
ト
等
を
被
覆

し
て
フ
ィ
ル
ム
の
固
定
を
強
化
し
ま

す
。換
気
扇
を
設
置
し
て
い
る
ハ
ウ

ス
で
は
、換
気
扇
を
回
し
て
フ
ィ
ル

ム
の
ふ
く
ら
み・ば
た
つ
き
を
防
ぎ

ま
す
。た
だ
し
、パ
イ
プ
が
曲
が
ら

な
い
よ
う
に
吸
気
口
を
設
け
、さ
ら

に
、停
電
に
備
え
て
発
電
機
を
準

備
し
ま
す
。直
撃
等
で
か
な
り
の

強
風
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、ハ

ウ
ス
パ
イ
プ
を
守
る
た
め
に
事
前
に

天
井
フ
ィ
ル
ム
を
除
去
す
る
か
、ビ

ニ
ル
が
損
傷
し
た
時
に
備
え
、防
風

ネ
ッ
ト
ま
た
は
寒
冷
し
ゃ
等
を
作

物
に
直
接
被
覆
し
て
株
を
固
定
し

ま
す
。マ
ル
チ
は
、ば
た
つ
か
な
い
よ

う
に
土
等
で
固
定
し
ま
す
。

　

育
苗
中
の
苗
に
つ
い
て
は
、可
能

な
も
の
は
納
屋
等
の
屋
内
に
持
ち

込
み
ま
す
が
、移
動
で
き
な
い
場
合

に
は
苗
を
ト
ン
ネ
ル
状
に
寒
冷
し
ゃ

等
で
被
覆
し
固
定
し
ま
す
。特
に
、

イ
チ
ゴ
の
親
株
用
の
苗
は
、炭
疽
病

感
染
防
止
の
た
め
必
ず
納
屋
等
に

移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

栽
培
中
の
作
物
に
つ
い
て
は
、損

傷
を
防
ぐ
た
め
支
柱
へ
の
固
定
を

強
め
ま
す
が
、強
い
風
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
う
ね
面
に
這
わ
せ
て

ネ
ッ
ト
で
被
覆
し
固
定
し
ま
す
。

　

台
風
接
近
時
に
は
、相
当
の
降

雨
が
あ
る
た
め
、ほ
場
内
外
の
排
水

溝
を
整
備
し
、浸
水
の
恐
れ
の
あ
る

と
こ
ろ
で
は
排
水
ポ
ン
プ
を
準
備

し
て
お
き
ま
す
。ま
た
、オ
イ
ル
タ

ン
ク
の
浮
き
上
が
り
や
転
倒
に
よ

り
重
油
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
、タ

ン
ク
の
固
定
や
防
油
堤・送
油
管
等

の
点
検
を
必
ず
実
施
し
ま
す
。

⑵
通
過
後
の
対
策

　

事
前
対
策
で
ハ
ウ
ス
を
締
め
切
っ

た
場
合
に
は
、急
激
な
換
気
を
避

け
、徐
々
に
換
気
を
行
い
ま
す
。天

井
フ
ィ
ル
ム
を
除
去
し
た
場
合
や

破
損
し
た
場
合
に
は
、早
急
に
ビ
ニ

ル
被
覆
し
、現
状
復
帰
を
図
り
ま

す
。被
覆
後
は
換
気
に
努
め
、施
設

内
が
過
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

　

浸
水
し
た
ほ
場
は
、速
や
か
に
排

水
を
行
い
、マ
ル
チ
を
開
け
土
壌
を

乾
燥
さ
せ
ま
す
。作
物
に
被
覆
し

た
ネ
ッ
ト
等
も
速
や
か
に
除
去
し
、

う
ね
面
に
這
わ
せ
た
作
物
は
誘
引

し
、復
旧
を
図
り
ま
す
。根
傷
み

に
よ
り
萎い

凋ち
ょ
う

が
見
ら
れ
る
場
合
に

は
、必
要
に
応
じ
て
数
日
間
寒
冷

し
ゃ
等
で
遮
光
し
、回
復
を
図
り

ま
す
。納
屋
等
に
移
動
さ
せ
て
い

た
苗
は
育
苗
ハ
ウ
ス
に
戻
し
ま
す
。

⑶
病
害
虫
防
除
対
策

　

台
風
接
近
前
の
事
前
対
策
で

は
、ビ
ニ
ル
の
除
去
等
に
よ
り
ウ
イ

ル
ス
保
毒
虫
が
野
外
に
飛
び
出
す

可
能
性
が
あ
る
の
で
、コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
等
の
微
小
害
虫
の
防
除
を
徹
底

し
て
生
息
密
度
を
下
げ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

台
風
通
過
後
は
、病
害
の
多
発

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、適
切
な

農
薬
で
予
防
散
布
を
行
い
ま
し
ょ

う
。さ
ら
に
、コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、ア
ザ

ミ
ウ
マ
類
等
の
微
小
害
虫
の
防
除

を
行
い
ま
す
が
、薬
剤
散
布
に
あ

た
っ
て
は
、高
温
時
や
高
濃
度
散
布

を
避
け
、薬
害
に
十
分
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）農
薬
使
用
に
つ
い
て
、ご
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、Ｊ
Ａ
や
各
地
域

農
業
普
及・振
興
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
局　

農
業
技
術
課
農
業
技
術
支
援
室

彌や

冨と
み 

道み
ち

男お

野
菜
の
台
風
対
策
に
つ
い
て

野
菜
の
台
風
対
策
に
つ
い
て

防風ネットで被覆した苗

　

今
年
も
台
風
を
警
戒
す
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。過
去
30
年
の
統
計
で

は
、九
州
北
部
地
方
へ
の
台
風
接
近

数
の
平
均
は
、７
月
が
０・８
個
、８
月

と
９
月
が
各
１・０
個
で
、こ
の
３
カ

月
間
に
大
部
分
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
よ
う
な
台
風
の
接
近
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、過
去
に
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。日
頃
か
ら
、気
象
情
報
に
は
気
を

付
け
て
お
き
、早
目
に
備
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。ま
た
、台
風
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、最
新
情
報

を
入
手
し
て
、最
善
の
対
策
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

天井部に防風ネットを張ったハウス

補強したハウス

防風ネットで被覆し固定した様子
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